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第21回ワーキング
（2022.7.29）で議論

様々な事故を考慮した上で、初動対応に
最も要員を必要とする事故として全交流
電源喪失事故を選定していること、この
事故への対処に加えて、がれき撤去など
追加の活動が必要となる場合でも対応可
能な初動対応要員を確保していることを
確認。

重大事故時の初動に必要な要員数として、
全交流電源喪失事故時が最も多くの要員
を必要とするとしているが、原子炉が停
止できない厳しい条件の事故やテロなど
でも十分な要員が確保されるのか。

○初動対応に当たる要員の配置

全交流電源喪失（TBP※）初動対応のタイムチャート（次ページに拡大図あり）

• 重大事故対策の有効性評価において、様々な事故の進展に対して
必要な初動対応要員数を確認した結果、全交流電源喪失と逃がし
安全弁開固着※が同時に発生した場合が最も多くの要員を必要とす
る結果となった。

※TBP：全交流電源喪失＋逃がし安全弁１弁開固着

※原子炉圧力容器の蒸気を格納容器へ逃がす弁が閉まらなくなった
状態。この場合、圧力容器内の蒸気で駆動する交流電源不要の原
子炉隔離時冷却系（RCIC）が機能を喪失

• この事故への対処のために事象発生後２時間までに必要となる要
員数24人に対し、初動対応の要員として39人を発電所構内に常駐
させることとしている。

• 初動対応の要員数に余裕があるため、がれき撤去や消火活動等が
必要となる場合でも対応可能

• なお、発電所構外より参集する災害対策要員に期待する操作は、
最も早いものでも事象発生３時間後以降だが、非常招集から２時
間以内に災害対策要員が参集するため、要員は確保可能

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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